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〔II〕
(1) チ p = 0.4 ツ p > 0.4 テ 0.4 ト 0.00024

(2)

標本比率が Rであるから

Z = R− 0.4√
0.00024

とすると，確率変数 Z は標準正規分布 N(0，1)に従う．有意水準 5%であるから

P (Z ≦ k) = 0.95

となる k を考える．これより

P (Z ≦ k) = 0.5 + P (0 ≦ Z ≦ k)

となる．P (0 ≦ Z ≦ k) = 0.45となる k の値は，正規分布表より 1.64である．
よって，有意水準 5%の棄却域は Z ≧ 1.64である．ここで R = n

1000
であることから
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となる．したがって，nのとりうる最小の値は

n = 425
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